
Ⅱ．事業評価個表（平成30年度）

事業期間の設定理由 緊急通報用電話機の設置希望者を3年計画で整備するため

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 平成30年度

緊急通報装置
貸与希望者の
設置率100％

緊急通報装置貸
与希望者の設置
率（％） 達成度 ％ 100.0%

評価年度の設定理由
事業完了後速やかに評価を行うため

成果実績 ％ 100
目標値 ％ 100

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金の活用により、緊急通報用電話機を購入し独居老人等に貸与することで希望者設置率１００％と
することができました。今後も上富良野消防署中富良野支署司令室緊急通報センターと電話回線で直結す
ることによって、急病・災害等突発的事態が発生したときに迅速かつ的確な救援体制をとるとともに、人
感センサー等の導入で高齢者が住居内で倒れた場合や火災など、万が一の場合に迅速に発見できる体制に
より、地域住民の福祉の向上を図っていきます。

交付金事業の概要

・電源立地地域対策交付金を活用し、緊急通報用電話機を購入し独居老人等に貸与することによ
り、高齢者の生活不安の解消及び迅速かつ的確な人命の確保、老人福祉の増進を図るものでありま
す。
・ＳＬ-11号ＢＯＸタイプ（ペンダント送受信機セット）　33台
　※内訳：緊急通報装置SL-11号、熱センサー（1ＣＣ1-70-Ｌ）、煙センサー（ＳＨＫ38453）、人
感センサー（ＨＭ-370）、落雷保護アダプタ、設置及び撤去含む

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策
第5期なかふらのまちづくり総合計画（平成23年度～平成32年度）
　基本目標1　ともに目指そう元気で安心なまちづくり
　　4　高齢者福祉の充実
　　　（7）高齢者が住みよいまちづくり
　　　　関係部門、関係機関・団体が一体となって、バリアフリー化の推進など住宅環境の整備、防災・
　　　　防犯・交通安全対策の充実を図るほか、現在整備を進めているＧＩＳを福祉行政に有効に活用す
        ることで地域での見守り活動など住み慣れた地域での生活を支援し、高齢者が住みよいまちづく
        りを総合的に推進します。
目標
　緊急通報装置貸与希望者の設置率　100％（平成30年度）
（設置者数÷設置希望者数×100）

事業開始年度 平成28年度 事業終了（予定）年度 平成30年度

番号
1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 中富良野町
交付金事業実施場所 中富良野町一円

措置名
福祉対策措置

交付金事業の名称
緊急通報用電話機整備事業

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

活動指標 単位 平成28年度 平成29年度 平成30年度

交付金事業の総事業
費等

平成28年度 平成29年度 平成30年度 備　考

達成度 ％ 100.0% 100.0% 100.0%

交付金事業の活動指
標及び活動実績

33
活動見込 台 27 27 33希望者への設置台数（台）

活動実績 台 27 27

交付金充当額 268,000 342,000 281,000
総事業費 3,196,800 3,196,800 3,888,000

うち経済産業省分 268,000 342,000 281,000
うち文部科学省分

物品購入 指名競争入札
東日本電信電話株式会社
北海道事業部(札幌市)

3,888,000

交付金事業の担当課室 中富良野町総務課

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 中富良野町福祉課


